
検討素材NO.4 

３区分階層別年人口の推移
   　(単位:人,％)

 　 年少人口  人  口 26,839 26,755 26,782 26,806 26,878 26,917 26,807 26,749 26,575 26,410 26,094

 構成比 9.0 9.0 9.0 9.0 9.0 9.1 9.1 9.1 9.0 9.0 8.9

 増減率 △ 1.0 △ 0.3 0.1 0.1 0.3 0.1 △ 0.4 △ 0.2 △ 0.7 △ 0.6 △ 1.2

 生産年齢人口  人  口 215,925 215,517 214,782 213,569 212,259 210,869 209,794 209,173 208,128 205,824 203,770

 構成比 72.6 72.4 72.2 71.8 71.4 71.1 70.9 70.9 70.8 70.3 69.8

 増減率 0.0 △ 0.2 △ 0.3 △ 0.6 △ 0.6 △ 0.7 △ 0.5 △ 0.3 △ 0.5 △ 1.1 △ 1.0

 　高齢人口  人  口 54,729 55,255 55,963 57,093 57,993 58,794 59,289 59,139 59,386 60,738 61,877

 構成比 18.4 18.6 18.8 19.2 19.5 19.8 20.0 20.0 20.2 20.7 21.2

 増減率 1.1 1.0 1.3 2.0 1.6 1.4 0.8 △ 0.3 0.4 2.3 1.9

 人  口 297,493 297,527 297,527 297,468 297,130 296,580 295,890 295,061 294,089 292,972 291,741

 構成比 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 増減率 0.1 0.0 0.0 0.0 △ 0.1 △ 0.2 △ 0.2 △ 0.3 △ 0.3 △ 0.4 △ 0.4

(注）
１．各年1月1日現在の住民基本台帳人口数
２．平成１６（２００４）年は実数、平成１７（２００５）～平成２６（２０１４）年は推計値

資料３

　１０年後の平成２６（２０１４）年の中野区の総人口は、過去５年間の人口動向を基に推計する
と、住民基本台帳ベースでおよそ２９万１千人、平成１６（２００４）年と比較して１．９％の減
となります。
　中野区の人口は、平成１０（１９９８）年の２９４，２５４人を境に微増傾向に転じ、平成１６
（２００４）年１月１日現在で２９７，４９３人となっています。
　このうち、０歳から１４歳までの年少人口は少しずつ減りつづけ、人口構成比は９．０％から
８．９％になると推定されます。一方、６５歳以上の高齢人口は増加を続け、構成比は１８．４％
から２１．２％となり、少子高齢化の傾向はこれからも続いていくと推定されます。
　また、１５歳から６４歳までの生産年齢人口は減りつづけ、構成比は７２．６％から６９．８％
となると推定されます。
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